
　
　
　
3
月

１
日
＝
流
域
森
林
・
林
業
活
性

　
　
　
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
総
会

３
〜
５
日
＝
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ

　
　
　
ズ
ム
大
会
in
対
馬

６
〜
８
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
）

10
日
＝
対
馬
海
区
漁
業
調
整
委

　
　
　
員
会

16
日
＝
国
境
離
島
の
交
流
促
進

　
　
　
方
策
に
関
す
る
調
査
委

　
　
　
員
会

17
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
（
全
員
協
議
会
）

20
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
）

22
日
＝
対
馬
物
産
開
発
（株）
総
会

23
〜
24
日
＝
全
国
漁
港
漁
場
協

　
　
　
会
正
副
会
長
会
議
、
同

　
　
　
理
事
会
、
全
国
漁
港
海

　
　
　
岸
防
災
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

27
日
＝
市
政
説
明
会

　
　
　
（
峰
・
西
小
学
校
区
）

28
〜
30
日
＝
県
離
島
医
療
圏
組

　
　
　
合
議
会
　
　
（
長
崎
）

31
日
＝
退
職
辞
令
交
付
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◎
３
月
31
日
付
退
職

▽
黒
瀬
勝
弘
（
水
道
局
長
）
▽
財

部
貴
資
男
（
監
査
事
務
局
長
）
▽

朝
鍋
嘉
昭
（
上
対
馬
支
所
住
民
生

活
課
）
▽
斉
藤
昌
敏
（
上
県
支
所

住
民
生
活
課
）
▽
原
田
勝
代
（
福

祉
部
福
祉
課
浅
茅
の
丘
）
▽
早
田

初
實
（
峰
支
所
産
業
建
設
課
）
▽

武
田
利
實
（
教
委
生
涯
学
習
課
長
）

▽
a
松
久
之
（
教
委
厳
原
事
務
所
長
）

▽
斉
藤
芳
久
（
水
道
局
水
道
課
）

▽
米
田
一
三
（
上
対
馬
支
所
住
民

生
活
課
）
▽
桟
原
美
智
代
（
厳
原

支
所
豆
酘
出
張
所
）
▽
a
田
薦
（
教

委
厳
原
事
務
所
）
▽
小
島
み
ち
こ
（
美

津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）

�

◎
３
月
31
日
付
　
派
遣
期
間
満
了

長
崎
県
▽
佐
倉
隆
朗
（
総
務
部
財

務
課
）
▽
林
一
（
福
祉
部
保
護
課
）

▽
松
尾
智
洋
（
福
祉
部
保
護
課
）

◎
４
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
】

《
総
務
部
》
▽
理
事
＝
梅
野
慶
一
（
市

民
生
活
部
長
）
▽
次
長
＝
俵
次
男
（
市

民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課
長
）
【
総

務
課
】
▽
主
任
（
派
遣
）
＝
永
留

公
一
（
同
部
財
政
再
建
・
行
政
改

革
推
進
課
）
▽
主
事
＝
上
松
洋
（
同

課
・
派
遣
）
【
財
務
課
】
▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
平
山
秀
樹
（
豊
玉

支
所
総
務
課
）

《
政
策
部
》
【
政
策
企
画
課
】
▽

主
任
（
派
遣
）
＝
西
川
治
臣
（
同
課
）

▽
主
事
＝
梅
野
友
和
（
総
務
部
総

務
課
・
派
遣
）

《
保
健
部
》
▽
保
健
部
長
（
保
険

課
長
事
務
取
扱
）
＝
阿
比
留
輝
雄
（
同

部
長
）
【
保
険
課
】
▽
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
仁
位
孝
良
（
消
防
本
部

総
務
課
）
▽
副
参
事
兼
係
長
＝
國

分
幸
和
（
同
部
健
康
推
進
課
）
▽

保
健
師
＝
財
部
恭
子
（
峰
支
所
健

康
福
祉
課
）
▽
併
任
＝
井
上
優
子
、

福
島
と
よ
か
、
浦
瀬
愼
子
、
阿
比

留
光
代
、
荒
木
美
由
紀
（
以
上
、

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

《
産
業
交
流
部
》
【
観
光
交
流
商

工
課
】
▽
主
任
（
派
遣
）
＝
扇
徹

弥
（
峰
支
所
健
康
福
祉
課
）
▽
主

事
＝
小
森
周
一
（
同
課
・
派
遣
）
【
水

産
課
】
▽
主
事
＝
杉
村
修
一
（
同
課
・

派
遣
）
、（
派
遣
）松
村
聡
也
（
厳
原

支
所
健
康
福
祉
課
）
【
農
林
課
】

▽
主
事
＝
扇
伸
秀
（
同
課
・
派
遣
）

《
市
民
生
活
部
》
【
廃
棄
物
対
策
課
】

〔
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〕
▽

副
参
事
＝
小
島
慎
二
（
厳
美
清
華
苑
）

▽
主
任
＝
宝
来
佳
浩
（
厳
美
清
華
苑
）

〔
厳
美
清
華
苑
〕
▽
副
参
事
＝
糸

瀬
政
彦
（
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

▽
主
任
＝
渕
上
義
臣
（
対
馬
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
〔
北
部
衛
生
セ

ン
タ
ー
〕
▽
主
任
＝
庄
司
伸
吾
（
教

委
生
涯
学
習
課
）

《
上
県
支
所
》
【
健
康
福
祉
課
】

▽
保
健
師
＝
磯
部
奈
奈
（
峰
支
所

健
康
福
祉
課
）
《
峰
支
所
》
【
健

康
福
祉
課
】
▽
保
健
師
＝
福
田
智

美
（
保
健
部
健
康
推
進
課
）
《
厳

原
支
所
》
【
健
康
福
祉
課
】
▽
主

任
＝
宮
川
明
哲
（
消
防
本
部
総
務
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】�

▽
教
育
次
長
（
生
涯
学
習
課
長
事

務
取
扱
）
＝
菅
野
倶
吉
（
同
次
長
）

[

用
務
員]

▽
比
田
勝
幼
＝
姉
川
二
美

（
南
陽
中
）
▽
比
田
勝
小
＝
権
藤

千
鶴
子
（
比
田
勝
中
）
▽
比
田
勝

中
＝
道
美
智
子
（
比
田
勝
小
）
▽

豊
小
＝
島
居
千
幸
（
比
田
勝
幼
）

▽
南
陽
中
＝
國
分
昭
江
（
豊
小
）

▽
南
陽
小
＝
八
坂
千
代
美
（
東
部
中
）

《
峰
事
務
所
》[

用
務
員] 

▽
東
部

中
＝
小
島
洋
子
（
南
陽
小
）
《
豊

玉
事
務
所
》
▽
所
長
＝
中
村
敏
明
（
峰

事
務
所
主
幹
）
《
美
津
島
事
務
所
》

▽
所
長
兼
公
民
館
長
＝
勝
見
芳
光
（
同

館
長
）
《
厳
原
事
務
所
》
▽
所
長

＝
鶴
岡
利
信
（
美
津
島
事
務
所
長
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
桟
原
馬
佐

敏
（
美
津
島
支
所
総
務
課
）
〔
厳

原
幼
稚
園
〕
▽
教
諭
＝
磯
谷
眞
知

子
（
久
田
幼
稚
園
）
▽
用
務
員
＝

原
す
み
子
（
久
田
小
学
校
）
〔
久

田
幼
稚
園
〕
▽
教
諭
＝
村
木
節
子
（
北

幼
稚
園
）

【
監
査
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
局

長
＝
阿
比
留
博
文
（
教
委
豊
玉
事

務
所
長
）

【
消
防
本
部
】
【
総
務
課
】
▽
課

長
補
佐
兼
消
防
署
警
防
課
課
長
補

佐
（
昇
任
）
＝
緒
方
修
一
（
消
防

署
警
防
課
）
▽
消
防
士
（
新
採
）

＝
宮
原
孝
之
、
梅
野
聡
志
、
辻
康

博
【
予
防
課
】
▽
消
防
署
長
兼
課

長
＝
吉
田
有
慶
（
同
署
長
）
▽
主

幹
兼
消
防
署
予
防
課
主
幹
（
昇
任
）

＝
平
山
利
春
（
本
部
予
防
課
兼
消

防
署
予
防
課
）
【
通
信
課
】
▽
主

幹
兼
消
防
署
警
防
課
主
幹
（
昇
任
）

＝
梯
克
彦
（
本
部
通
信
課
兼
消
防

署
警
防
課
）
【
警
防
課
】
▽
課
長

兼
通
信
課
長
兼
消
防
署
副
署
長
＝

永
留
正
司
（
本
部
警
防
課
兼
消
防

署
副
署
長
兼
消
防
署
警
防
課
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
消
防
署
警
防
課
課

長
補
佐
（
昇
任
）
＝
小
田
一
久
（
本

部
警
防
課
）
〔
本
署
〕
▽
予
防
課

長
（
昇
任
）
＝
原
昇
一
（
本
部
警

防
課
兼
消
防
署
警
防
課
）
▽
警
防

課
長
（
昇
任
）
＝
竹
中
英
文
（
本

部
警
防
課
兼
消
防
署
警
防
課
）
▽

警
防
課
主
任
兼
本
部
警
防
課
副
参

事
（
昇
任
）
＝
津
江
正
雄
（
同
署

総
務
課
）
〔
峰
出
張
所
〕
▽
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
扇
英
男
（
同
所
）

▽
副
参
事
兼
係
長
（
昇
任
）
＝
主

藤
庄
司
（
同
所
）
、
斉
藤
晴
男
（
同

所
）
〔
上
対
馬
出
張
所
〕
▽
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
梅
野
則
仁
（
同
所
）

対
馬
市
の
人
事
異
動

市
長
の
動
き�



　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
高
齢
の

み
な
さ
ん
を
、
介
護
、

福
祉
、
健
康
、
医
療

な
ど
様
々
な
面
か
ら

総
合
的
に
支
え
る
た

め
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
、
保
健
師
・
社

会
福
祉
士
・
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
総
合
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

◎
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
　
　

　
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

○
み
な
さ
ん
の
今
の
状
態
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
の

支
援
を
し
ま
す

・
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

・
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
人

・
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
人

◎
み
な
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
　
権
利
擁
護
事
業

・
成
年
後
見
制
度
（
頼
れ
る
家
族
が
い
な
く
、
お
金

の
管
理
や
契
約
に
関
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
）

・
高
齢
者
虐
待
の
防
止

◎
な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い
　
総
合
相
談
支
援
業
務

◎
み
な
さ
ん
を
支
え
ま
す

　
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

・
地
域
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
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～修学特例の届出について～
　　　　　保健部　保険課　158‐1118

◎３月で高校・専門学校・大学等を卒業された方
　　修学中の被保険者の特例（住所が在学先で、
対馬市の保険証をお持ちの方）を受け、今春、
高校や専門学校、大学等をご卒業された方は、
特例廃止の届出が必要です。
　※届出が遅れると就職先の健康保険に入ったと
　きなど、保険税を二重に支払ってしまうことが
　あります。
《届出先》対馬市保険課または各支所の国保担当窓口
《届出に必要なもの》現在お持ちの保険証・印鑑

◎４月から高校・専門学校・大学等に入学された方�
　修学中の被保険者の特例（住所は在学先で、対
馬市の保険証をお使いになる場合）を希望される
方は、各支所の国保担当窓口に届出が必要です。
　※国民健康保険は住所地主義のため、住所を在
学先に移された場合、特例の申請をしなければ対
馬市の国民健康保険証はご使用になれません。
《届出先》対馬市保険課または各支所の国保担当
　　　　　窓口
《届出に必要なもの》現在お持ちの保険証・在学
　　　　　　　　　　　証明書・印鑑
（注）昨年、修学特例の申請をされた方で、この４月
　に次学年に進まれる場合は更新手続きが必要で
　す。在学証明書を準備して必ず申請してください。

●保育所保育料
へき地保育料は、9,000円に改正されました。
　また、認可保育所保育料については、平成18年度から次のよ
うに改正されました。

　同一世帯の第３子以降児童の認可保育所保育料の軽減は、2分
の１に改正されました。軽減を受けるためには、申請が必要と
なりますので、詳しいことは、最寄りの各支所保育担当課又は
福祉事務所におたずねください。

●一般廃棄物処理手数料
一般廃棄物を最終処分場に搬入する際の手数料

入所児童の世帯区分

生活保護世帯 0円

３歳未満児 ３歳以上児
保 育 料 改 正 額

8,100円

500円

1,000円

2,000円

4,000円

6,000円

800円

1,500円

3,000円

6,000円

9,000円

17,550円

27,000円

40,050円

54,900円

72,000円

第１

階層
区分

第２

第３

第４

第５

第６

第７

0円

5,400円

14,850円

24,300円

39,180円
33,680円

39,180円
33,680円

39,180円
33,680円

３歳児
４歳以上児

３歳児
４歳以上児

３歳児
４歳以上児

市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯

所得税課税世帯
　　　　64,000円未満

所得税課税世帯
　　　64,000円以上
　　　160,000円未満

所得税課税世帯
　　 160,000円以上
　　　408,000円未満

所得税課税世帯
　　　408,000円以上

1トン未満の車両

区　　分 一般家庭

区　　分 手　　数　　料

事業所系

10トン以上の車両

1トン以上
2トン未満の車両

2トン以上
4トン未満の車両

4トン以上
10トン未満の車両

100kgまで200円　
50kg増すごとに75円一 般 廃 棄 物

100kgまで500円　
10kg増すごとに25円事業系一般廃棄物

改正前�

改正後�

主な公共料金の改正内容（4月１日より）

地域包括支援センターが�
４月からスタートしました�
�

対馬市地域包括
　　　　支援センター

名　　　称 担当区域 設　置　場　所

豊玉町仁位380番地　豊玉支所内
10920-58-1117

美津島
豊玉・峰

厳原

上県
上対馬

厳原町国分1441番地　厳原支所内
10920-52-1211

上県町佐須奈甲567番地3　上県支所内
10920-84-2313

下記にに変わります


